
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　初期投資に係る起債償還を使用料収入で賄うこと
は困難であることから繰入金による経営を行ってい
る。
　収入については、面整備が完了していること及び
区域内人口が微減傾向にあることから、使用料収入
は現状で横ばいの状態にある。一方、機械電気設備
等の老朽化が進行し、今後は改築更新に伴う支出の
増加が見込まれる。
　今後の経営については、改築更新における適正な
ストックマネジメントによる効率的な投資や、運転
管理等の業務の見直しによる支出抑制とともに、使
用料の見直しも視野に入れ財源の確保を図る必要が
ある。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　管渠の老朽化については、供用開始から30年未満
であることから即時機能停止につながる老朽化は認
められず、本格的な改築等には着手していない。し
かし、下水特有の硫化水素等によるマンホールの腐
食劣化等が一部で発現し、事後保全による更正を行
うこととなった。今後は管路の調査を進め、必要に
応じてストックマネジメント計画による改築を検討
する必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率は低率であり、基準内繰入金によ
る経営を行っている。一方で経費回収率及び汚水処
理原価は平均値近辺にあり改善傾向にあることか
ら、初期投資に係る起債償還が経営を大きく圧迫し
ている状態にある。
　企業債残高については、面整備が終了しており、
初期投資に係る起債が徐々に完済時期を迎えること
から減少を続けている。しかし供用開始から25年以
上が経過し、機械電気設備が老朽化による更新の時
期にあることから今後は増加が懸念される。このこ
とについてはストックマネジメントを適正に行い、
無駄な投資を抑制するとともに補助金等を有効活用
することにより経営悪化への影響を最小にするよう
努める。
　また、未接続家屋の解消により施設利用率及び水
洗化率の向上を図り、歳入の確保による健全化に努
める必要がある。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 該当数値なし 38.06 67.73 3,110 12,199 4.66 2,617.81 【】

59.17 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
)

法非適用 下水道事業 公共下水道 Cc1 32,363 546.99

経営比較分析表
岡山県　高梁市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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0.30

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.05 0.24 0.15 0.11 0.09
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①収益的収支比率(％) 
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0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 1,352.25 797.39 647.95 688.81 584.85

平均値 793.10 759.86 739.53 721.06 862.87

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 70.90 71.91 84.92 87.34 89.43

平均値 85.47 85.60 84.05 84.86 85.39

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 228.99 226.70 192.80 192.03 187.49

平均値 184.80 185.04 190.12 188.14 188.79

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 100.00 81.00 85.04 87.92 89.15

平均値 61.95 61.91 63.60 64.23 59.40

86.00

87.00

88.00

89.00

90.00

91.00

92.00

93.00

94.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 88.63 89.07 89.48 90.50 92.93

平均値 90.37 90.89 90.98 90.22 89.81

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％) 

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％) 

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％) 

      【763.62】 

【94.73】 【60.01】 【139.70】 【98.53】 

    【0.23】 

該当数値なし 該当数値なし 

該当数値なし 該当数値なし 



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表
岡山県　高梁市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

59.17 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
)

法非適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 32,363 546.99

－

- 該当数値なし 4.05 67.73 3,110 1,297 0.53 2,447.17 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率が100％を下回る部分については
基準内繰入金による経営を行っている。経費回収率
及び汚水処理原価は平均値に比較し良好な数値を示
しているが、管渠のみの事業であり維持管理費が限
定的であることによる。
　企業債残高については、依然高い規模ではある
が、面整備が完了していることから当面減少するこ
とになる。
　また、未接続家屋の解消により施設利用率及び水
洗化率の向上を図り、歳入の確保による健全化に努
める必要がある。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　管渠の老朽化については、供用開始から短期間で
あることから認められていない。しかし交通量の多
い国道部分のマンホール等については、事故防止の
観点から状態を注視する必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　初期投資に係る起債償還を使用料収入で賄うこと
は困難であることから繰入金による経営を行ってい
る。
　面整備が完了し、区域内人口及び使用料は当面は
横ばいの状態にあるが、今後減少傾向になることが
予想される。一方、将来的には管路の老朽化進行に
伴う支出の増加が見込まれる。
　今後の経営については、公共下水道と一体的に経
営の改善を図るため、使用料の見直しも視野に入れ
財源の確保を図る必要がある。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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①収益的収支比率(％) 
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当該値 4,767.55 3,580.11 3,037.64 2,472.66 2,465.06

平均値 1,835.56 1,716.82 1,554.05 1,436.00 1,434.89
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平均値 52.89 51.73 53.01 66.56 66.22
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当該値 100.00 81.00 85.04 87.92 89.15
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％) 

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％) 

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％) 

      【1,457.06】 

【81.28】 【40.31】 【250.25】 【64.73】 

    【0.10】 

該当数値なし 該当数値なし 

該当数値なし 該当数値なし 



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　汚水処理費や起債償還を使用料収入で賄うことは
困難であることから繰入金による経営を行ってい
る。
　収入については、新規利用者が見込めないことか
ら人口減少に合わせ使用料収入も減少する見込みで
ある。
　一方、現状では施設等の大幅な老朽化は認められ
ないが、機器類の小修繕の増加が懸念される。
　今後の経営については、使用料の見直しによって
も大幅な経営改善は難しいが、本地域には飲用水の
水源となるダムもあり、機能を維持するため財源の
確保を行う必要がある。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　管渠の老朽化については、供用開始から15年未満
であることから即時機能停止につながる老朽化は認
められない。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率は低率であり、繰入金による経営
を行っている。また経費回収率及び汚水処理原価に
ついても非常に厳しい状況にある。これは本施設が
人口の減少が進む山間の集落のみに係るものである
ことを理由としており、流入人口はほぼ見込めない
ことから今後も経営の改善は非常に難しい状況にあ
る。
　企業債残高については、整備が終了していること
から減少している。
　また、未接続家屋はなく、水洗化率は100％であ
るが、整備後に自然減も含め人口は減少しており、
施設利用率は平均値よりも低い。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 該当数値なし 0.19 76.81 3,110 60 0.05 1,200.00 【】

59.17 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
)

法非適用 下水道事業 農業集落排水 F3 32,363 546.99

経営比較分析表
岡山県　高梁市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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①収益的収支比率(％) 
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10,000.00

12,000.00

14,000.00

16,000.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 13,909.87 10,848.65 8,475.76 7,700.20 7,217.85

平均値 1,224.75 1,144.05 1,117.11 1,161.05 979.89

0.00
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10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 17.65 22.48 30.58 30.93 33.95

平均値 42.13 42.48 41.04 41.08 41.34

0.00
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200.00

300.00
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900.00

1,000.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 932.53 734.34 543.20 549.64 502.37

平均値 348.41 343.80 357.08 378.08 357.49
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H23 H24 H25 H26 H27

当該値 100.00 37.04 40.74 40.74 42.59

平均値 46.85 46.06 45.95 44.69 44.69

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00
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120.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00

平均値 73.78 72.99 71.97 70.59 69.67

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％) 

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％) 

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％) 

      【1,015.77】 

【84.50】 【52.74】 【289.81】 【52.78】 

    【0.03】 

該当数値なし 該当数値なし 

該当数値なし 該当数値なし 



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　事業の性質上、汚水処理費は使用料で賄われる
が、人口の自然減に伴う利用率の低下が懸念され
る。また、将来的には施設の老朽化に伴う改築への
対応も視野に入れる必要がある。
　市内の他地域は民間設置浄化槽に補助金を支出し
対応しており、将来の施設の老朽化に合わせ、事業
のあり方の見直し検討も視野に入れる必要がある。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　供用開始から10年程度であることから即時機能停
止となる老朽化は認められていない。今後は劣化状
態を注視する必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率及び経費回収率は100％である。
汚水処理原価も平均値に比較し良好な数値を示して
いる。
　企業債残高については、供用開始して10年程度で
ありまだ高い水準であるが、今後新規整備の見込み
もないことから減少することになる。
　また、事業の性質上水洗化率は100%である。施設
利用率については、過疎地域における事業であるこ
とから、今後は人口の自然減に伴う空き家の増加に
より、低下傾向となることが懸念される。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 該当数値なし 1.66 100.00 2,670 533 46.69 11.42 【】

59.17 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
)

法非適用 下水道事業 特定地域生活排水処理 K3 32,363 546.99

経営比較分析表
岡山県　高梁市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00
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0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 - - - - -

平均値 - - - - -

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 90.31 100.00 100.00 100.00 100.00

平均値 
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平均値 
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当該値 

平均値 

①収益的収支比率(％) 
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平均値 
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0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 

平均値 

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 1,038.98 782.20 664.19 602.30 624.67

平均値 421.01 430.64 446.63 416.91 392.19

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 89.26 100.00 100.00 100.00 100.00

平均値 58.98 58.78 58.53 57.93 57.03

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 129.49 115.95 113.19 111.14 112.23

平均値 253.84 257.03 266.57 276.93 283.73

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 80.00 80.00 80.00 80.00 80.00

平均値 60.03 61.93 58.06 59.08 58.25

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00

平均値 76.80 77.25 75.79 77.12 68.15

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％) 

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％) 

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％) 

      【345.93】 

【74.35】 【58.84】 【272.79】 【59.44】 

    【-】 

該当数値なし 該当数値なし 

該当数値なし 該当数値なし 
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